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１２月１３日（土） 

アカマツ林整備 

除伐と地掻き 

13：00～16：00 

◆参加者：松雪、榊、川上、中嶋、

富永、林、鎌田、静間  計8名 

◆内容：朝から冷え込みの強い曇

り空で、みぞれや小雪の舞うしぐ

れ気味の 1 日となりました。今

日は2班に分かれての作業とし、

1 班がアカマツ林入口から階段

を少し降りたところで日陰を作

っていたクロキを除伐、2 班がＡ

地区東端部付近からＤ地区にか

けて積もっていた落ち葉や腐葉

土等の地掻きを行いました。クロ

キは、直径約 15cm、高さ約 8

～10m程度の幹が二股に分かれ

て生育していたため、伐倒後の材

処理に思った以上の時間がかか

り、最終的には全員での処理作業

になりました。一方、地掻きの方

は、9 月の作業で刈ったシダの、

堅くて太い茎がいっぱい残って

おり、そのままでは地掻きがしに

くいため、最初に刈込バサミ等で

これらを根元から切り取りまし

た。これまではカマや剪定ばさみ

を主に使って行っていましたが、

今回用いた刈込バサミの方が効

率的かつ楽に作業ができること

がわかりました。ただ、地表部に

はアカマツが嫌う腐葉土が厚く

形成されており、竹熊手でこれら

を完全に除去することはできま

せんでした。やはり、地掻きは毎

年継続して行う必要があること

を実感させられました。現在、マ

ツクイムシのため枯れつつある

木も散見されることから、来年度

はもう少し作業日を増やして整

備を進めていければと思ってい

ます。 

【ふりかえりより】 

・落ち葉掻きで雪の中いい汗をか

いた。下からスミレなどが顔を出

してきていて良かった。(中嶋) 

・みんな頑張りきれいになりまし

たが、まだまだ人手が必要だと思

いました。(鎌田) 

１２月２１日（日） 

カブトムシの森 

除間伐、植生調査、納会 

９：３0～15：30 

◆参加者：鎌田、篠原、松雪、川

上、榊、林、新地、吉田、松尾、

国広（信・友）、阪下、丸山、和

田、首藤、雪丸、吉田、岩尾、静

間 計１９名 

◆内容：道具準備、準備体操の後、

小雪がちらつく中、カブトムシの

森へ出発しました。途中キャンプ

場で納会担当と別れ、本隊は C

地区東屋に道具を搬入、ここで班

分けをしました。C 地区除間伐班

は斜面のクヌギ 1 本とハゼノキ

などの伐採、A 地区間伐班はクヌ

ギを 1 本伐採しました。足場が

悪い上、濡れた落葉で滑りやすく

大変でしたが、何とか怪我もなく

作業を行いました。クヌギは共に

直径が２０ｃｍを超えていた上、

伐倒方向が重心と一致していな

いのでロープ、クサビなどを使用

しての慎重な作業となりました。

作業前の安全確認の仕方の説明

は出来たのですが、ロープ、クサ

ビの使い方までは時間がなくて

出来なかったので、次回に持ち越

しました。クヌギは既に葉が全て

落ちていたので、枝処理まで行っ

て、玉切りは特別活動ですること

にしました。調査班は 1 時間ほ

どで作業を終えて、その後は落ち

葉掻きをしました。昼からはキャ

ンプ場で納会。まずはじっくり煮

込んだ豚汁から。作業で冷えた体

を温めたところで、焼きそば、焼

き肉と堪能しました。最後に一年

の振り返りをしてお開き。センタ

ーに戻って道具の手入れ、振り返

りをして解散しました。 
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【ふりかえりより】 

・今日は失敗しそうになりながら

も、木をきることができてよかっ

たです。（吉田） 

・雪が降る寒空の中、皆様と楽し

く作業ができ、しかも美味な豚汁、

ヤキソバ、焼き肉までごちそうさ

までした。（国広） 

１月１８日（日） 

アカマツ林整備と成木調査 

９：３0～15：30 

◆参加者：松雪、榊、鎌田、山本、

林、静間、岩尾、吉田、雪丸、川

内、岩田（健・共）、中嶋、篠原

計 14 名 

内容：新年最初の活動は、快晴の

もと、アカマツ林での作業です。

今日の作業は三班に分かれて行

いました。一班はＡ地区での地掻

き及び直径 10cm 以下のリョウ

ブなどの除伐を、二班は老朽化が

進みやや危険な状態になってい

るＦ地区のヤードを、すぐ下の斜

面に移設整備する作業、三班は成

木調査を行いました。地掻き班は

Ａ地区で作業を行いました。この

地区では昨年 11 月にも地掻き

を行っていたため、やりやすいと

思っていましたが、実際は、かな

りハードな作業となりました。作

業は、午後の早い段階で終了し、

その後は遊歩道の山側に点在し

ていた直径 10cm 以下のリョウ

ブなどの広葉樹を数本除伐する

とともに、Ｆ地区での地掻きも行

いました。一方ヤード整備班は、

まず幅・奥行 7～8m程度のヤー

ドエリアを決め、その中に生えて

いた約 10 本程度のリョウブや

ネズミモチなどの広葉樹をすべ

て伐採し、その残材を用いて谷側

及び両サイドの柵を構築しまし

た。また、併せてヤード内に散乱

していた過去の残材や今回発生

した材の処理を行い、ほとんど目

立たない形まで処理しました。こ

の柵整備作業と併行して、土留め

や盛土などのハードな土方作業

により、遊歩道からヤードまでの

安全な進入路を造成しました。こ

のヤードは現在 8 割方の完成度

ですが、これまでに整備したヤー

ドの中では最も大きなもので、か

なりの期間利用できるものと期

待しています。成木調査班はこの

地区のすべてのアカマツ成木（高

さ 1.3m以上）について、識別タ

グの張り替え、胸高直径計測、樹

勢評価、写真撮影を行いました。

以上の三班による作業は予定通

り2時40分頃にすべて終了し、

その後現地振り返りや整理体操

などをして、3 時過ぎにはセンタ

ーに戻りました。今日の感想とし

て、やはり地掻きは最低でも年末

に 1 回、2 月頃に 1 回は行った

方が作業自体が楽で効率的なこ

とを実感しました。また、ヤード

についても、地形を利用してなる

べく大きなものを、また現地での

発生材を活用して構築するのが

良いと思いました。最後に、今日

体験参加された岩田さん親子が

入会されることとなりました。こ

れから森会の大きな戦力になり

そうで楽しみにしております。 

【ふりかえりより】 

・落ち葉掻きですっきりした上、

リョウブなども伐ったのでアカ

マツの林らしくなってきました。

次は草刈り！（静間） 

・すべての成木の胸高直径と識別

タグの張り替えを完了できた。今

後データを整理したい。（中嶋） 

１月２４日（土） 

備品整備、アカマツ林幼木調

査、落ち葉掻き 

９：３0～15：30 

◆参加者：松雪、榊、林、岩田（健・

共）、静間、岩尾、柴戸 計８名 
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◆内容：今日は、気温も作業に適

したポカポカ陽気でした。午前中

は備品整備とアカマツ幼木調査、

午後からアカマツ林での落ち葉

掻き等の作業を実施しました。備

品整備は、刃物類のみ取り出して、

その他の備品は倉庫内で点検を

行いました。刃物類のうち、のこ

は普段使用する「造林のこ」、「な

たのこ」、「万能のこ」について全

て切れ具合を確認し、3 点を使用

不可にしました。剪定鋏、枝切鋏

は、ヤニが付着していましたので、

切れ味を良くするため、全てヤニ

取りを行いました。又、中厚鎌は

刃こぼれしていた２本を廃棄し

残る 12 本を砥ぎ出しました。倉

庫内での点検では、松葉掻き 1

本、竹熊手1本を破棄しました。

また剪定鋏 1 本のスプリング消

出と、ケース１ケを補修対象とし

ました。一方、アカマツ林幼木調

査は次年度以降行う新たな幼木

調査のため、F 地区及び B 地区

内それぞれに2m×2mの方形区

を 2 ヵ所ずつ計 4 区画設定・整

備しました。F 地区は日当たり条

件による違いを検証するため、案

内板近くの遊歩道沿いの場所に

日当たりの異なる 2 ヵ所を選ん

でシダの除去、地掻きの後、メジ

ャーと丹頂杭を使い、方形区を設

定しました。B 地区では地掻き等

の作業の有無による違いを検証

するため、C 地区との境界沿いの

場所に 2 ヵ所を選定して作業を

開始。一方は地掻きを行わず、も

う一方は地掻きを行い区画を設

定。次年度より今回設置した調査

区画で幼木個体数などの調査を

行うので、どういった結果が今後

得られるかが楽しみです。午後は、

Ｂ地区での落ち葉の地掻きと一

部未完成だったＦ地区新ヤード

の移築を行うこととし二班に分

かれて作業に取り掛かりました。

地掻き班は、Ｂ地区の落ち葉掻き

を中心に行いました。除伐等によ

って陽当たりが良くなった地区

では、フデリンドウが群落状に芽

を出しつつあるため、竹熊手を用

いないで手掻きによる落ち葉掻

きを行いました。続いて、Ａ地区

の斜面端部に残っていた径

10cm 程度の広葉樹やヤブムラ

サキなどの除伐を行いました。こ

れでヤマザクラなどを残してＡ

地区での除伐はほぼ終了しまし

た。ただ、今日までの作業でＢ地

区の材処理ヤードが満杯になり、

今後ヤードの嵩上げが必要とな

りました。一方、ヤード班は、先

週の作業で残った外枠となる柵

の整備を行いました。このヤード

の整備に際しては、進入路の階段

を除き、基本的には現地の立ち木

や発生材を有効利用することと

しているので、まず、ヤード内・

近辺の除伐を行い、その残材を使

って柵作りをしました。今日の作

業で、幅・奥行 7～8m程度のこ

れまでで最も大きいヤードがほ

ぼ完成し、今後は心置きなく除伐

や地掻きを行うことができるよ

うになりました。以上の二班によ

る作業は、けが等も無く予定通り

2時40分頃にすべて終了しまし

た。今後は、Ｃ～Ｆ地区の遊歩道

谷側にシダがかなり繁茂しつつ

あるので、まずはシダを中心とし

た草刈りを春前に行う必要があ

ると考えています。また、これら

の斜面に生育している大きな常

緑樹の除伐も計画的に行ってい

く予定です。 

【ふりかえりより】 

・ノコと剪定バサミのヤニ取り＆

油ひきでこれからはもっと良く

切れるだろう。カマ砥ぎもやりま

した。（榊） 

・幼木調査用の区画を 4 ヶ所作

りましたが、地掻きで大変疲れま

した。（松雪） 

２月８日（日） 

活動説明会 

シイタケのコマ打ち体験 

９：３0～15：30 

◆参加者：静間、冨永、林、榊、

川上、鎌田、中島、松雪、岩田（健・

共）、松下、新地、山本、和田 計

14 名 

◆内容：朝からの小雨は次第に止

みましたが、とにかく寒さが厳し

い一日でした。4 組 13 名（申込

み 31 名）の参加者を迎え活動説

明会を行いました。ネイチャーゲ

ーム「はじめまして」で、まずは

寒さと緊張を吹き飛ばしました。 

ほどよく緊張がとれたら、一昨年
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コマ打ちした榾木でシイタケ狩

り。一般参加者の中には、榾木か 

ら生えているシイタケを見るの

が初めてという方もおり、わいわ

いと籠いっぱいシイタケを狩っ

ていました。カブ森に着いたとこ

ろでＣ地区の落葉掻きを始めま

す。幹線道路側の法面を中心にざ

くざく掻いていきました。雨後で

滑りやすい状況でしたが、お子様

たちが大活躍、予想以上にはかど

りました。暫くしてから 2 家族

ずつＣ地区東側のヤブツバキで

除伐体験してもらいました。1 組

の家族は昼食の時間になっても

お子様がどうしても最後までや

りきりたいということで居残り

除伐となりましたが、見事に伐倒

出来て満足されていました。昼食

は交歓広場で、コマ打ち班の方々

が火を熾していたかまどを囲ん

でとりました。今回は皆さんが持

込んだ食材が多彩で、魚の干物

丸々一尾を焼かれる方や、リンゴ

の丸焼きも登場。朝採ったシイタ

ケも美味しくいただきました。昼

食後はシイタケ栽培の説明を聞

いたうえで、コマ打ち体験の開始

です。榾木にドリルで穴を開けて、

種コマを打ち込んでいきます。最

後に最近入会した会員から森会

の楽しさを語ってもらい活動を

終了しました。アンケートでは、

活動お知らせメールを受信希望

された方が 1 組おられ、入会に

つながってくれたらいいなと思

っています。 

【ふりかえりより】 

・雨が降らなくて、無事シイタケ

のコマ打ちが出来て良かったで

す。(冨永） 

・寒い中、落ち葉掻き、焚火、コ

マ打ちを楽しんで頂きました。

（鎌田） 

２月２２日（日） 

カブ森除伐、萌芽枝除去、 

落ち葉掻き 

９：３0～15：30 

◆参加者：中嶋、榊、林、川上、

鎌田、国広、岩田（健・共）、首

藤、丸山、吉田、雪丸、静間 計

１３名 

◆内容：天気が雨模様でしたが、

出発段階では上がっていたので

予定通り準備をして休憩小屋へ

向かいました。丁度到着した頃か

ら雨が降り出し、３０分程たって

上がったところで、活動開始。直

径３０ｃｍのタブノキの伐採は、

斜面での作業の上、伐倒方向側に

重心がかかっていたので、受け口

作りに悪戦苦闘でした。伐採、後

処理には若い力が大活躍でした。

他の人は午前中植生調査区域周

辺の落ち葉掻きをしました。体験

参加の鈴木さんが頑張ってくれ

ました。休憩小屋近くのヤブツバ

キ、アラカシの小木も伐採しまし

た。午後は萌芽枝、実生木などの

除去にあたりました。全ての作業

は１４時２０分には終了、道具の

確認・クールダウンをしてセンタ

ーに戻りました。道具整備、振り

返りをして１５時半に解散。 

【ふりかえりより】 

・最初は雨でできるか心配だった

けど、無事大木をきることができ

たのでよかったです。（吉田） 

・伐倒の安全は確保できていたと

思いますが、枝払い時の近接作業

の安全が徹底不足で反省してお

ります。（岩田） 


